
  
 

 

 

 

 

～子ども達が楽しみにしていた“遠足”に行ってきました～ 

校長 長 田 信 彦 

５月２日(火)大型連休の谷間。前日の高

学年遠足が天候不良で延期になったため、

中学年が遠足のスタートを切りました。場

所は千葉県の野田清水公園です。ワクワク

する気持ちを高めながら、バスで現地に到

着。フィールド・アスレチックの規模の大

きさに圧倒されながらも、果敢にチャレン

ジを始める子ども達。勢いが余り、池の中

にポチャン。全身ずぶ濡れになる子どもも

います。でも大丈夫。

一度濡れたら同じ

と、再度チャレンジ

する勇気に………。 

「頑張って－」「も

う少し上をもつといいよ」「冷たくない」「私

もチャレンジしてみよう」と子ども達の会

話が続いていきます。その池に大学生でし

ょうか５～６人のグループがやってきまし

た。一人目がターザンロープで池の小島に

………失敗。すると仲間内で池への落とし

合いが始まりました。それを見ていた開二

小の子ども達。真似をしてふざけ始めるの

かと思うと、そうではありません。アスレ

チックはスポーツと学んでいたのでしょう。

チャレンジが続い

ていきました。体全

体を精一杯使って

運動した子ども達。

さぞ、おうちの人に

作っていただいたお弁当も美味しかったこ

とでしょう。帰りの車内は満足しきったよ

うな笑顔で一杯でした。 

 １６日火曜日には延期になっていた高学

年が、“子の権現”登山へ挑戦です。引率責

任者は白坂副校長先生。「全員が無事に頂上

まで上がれるのか。」「いやなんとしても全

員を上げよう。」と張り切って出発していき

ました。急な山道、声を掛け合いながら子

ども達は根を上げ

ることなく進んで

いったようです。山

の景色は眼に入っ

たのでしょうか。素

敵なにおいに気づいてくれたのでしょうか。

いやいや、友だちに「頑張ろう」と声をか

け、励まし合いながらの登山で得たものは、

きっときっともっと素晴らしい体験と経験

であったと思います。お弁当を広げている

この様子からも、そ

の時の喜びと達成

感、満足感が伝わっ

てきます。この日の

夜。子ども達がどの

ような夢の中で遊んでいたのか。きっと多

くの友だちに囲まれていたことでしょう。

当日、引率をしていただいた先生の記録に、

次のような記載がありました。「延期になっ

ていた遠足がありました。５・６年お互い

に声をかけ合い、励まし合いながら登って

いる様子を見ることができて、よかったで

す。帰りも、次の日も、あまり疲れを見せ

ず元気な児童が多いので、すごいです。私

は疲れていましたが、パワーをもらって負

けずに頑張ります。」 
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 ２３日火曜日には、あおぎり学級の“天

覧山から巾着田”までの軽登山とハイキン

グです。練馬駅から飯能駅まで、一般の乗

客と乗り合いの車両です。比較的空いては

いましたが、乗客の方々に迷惑をかけるこ

ともなく行儀よく電車の中を過ごしていま

した。それはそうと、あおぎり学級は人数

が少ないので、団体乗車券を購入すること

ができません。つまり、個人個人が切符を

購入するのです。駅の切符売り場で行き先

の料金を確認し、自動販売機で切符を購入

することも大切な学びです。今回はパスモ

やスイカを使っての乗車になりました。こ

れもこれで大変です。しっかりと落とさな

いように機械にタッチし、その後決められ

たポケット等にしまうのですから。でも、

あおぎりの子ども達はそんな仕草に慣れて

います。校外での実際の学びの機会を他の

子ども達より多く経験しているからでしょ

う。当日は少ない人

数の中でも登山や

ハイキングの途中

で、「だいじょうぶ」

「もうすこしだね」

とここでも互いを励ます言葉を聞くことが

できました。長い距離を歩いた後はお弁当

の時間です。強い日

差しを避け、東屋の

中で心地よい風に

当たりながらのお

弁当。そしておやつ。

でのおやつが終わると、そこはあおぎりの

子ども達です。広いグランドの出て、汗び

っしょりになるま

で鬼遊びなどを楽

しんでいました。帰

りの電車での、駅か

ら学校までの道も、

あおぎりの子どもらしく立派な態度で過ご

した遠足でした。 

 最後は５月２５日(木)。低学年遠足です。

初めて乗るという子ども達の多い中、大き

な観光バスでの出発です。私は１号車に乗

っていましたが、葛西臨海水族園に着くま

での１時間と少し、驚いたことに、２年生

が１年生をリードしての大クイズ大会が始

まったのです。そのおもしろいことおもし

ろいこと。２年生が１年生のことを思う気

持ちが伝わってきた一コマでした。水族園

の見学でも大変感心させられることがあり

ました。それは子ど

も達の見学態度で

す。１・２年生で班

を作り、グループで

館内を回っていく

のです。生活科で行った学校探検の学習が

ここで見事に活きています。あっという間

に見学時間が過ぎ、

１２時の集合です。

するとどうでしょ

う。先生方は「おな

かがすいたから。」

と言っていましたが、とにかく５分前行動

が実践できていたのです。しかも、お弁当

を食べるなぎさ公園までは１５分ほど歩き

ましたが、「ねえ、まだ。」「おなかすいたよ

う」という声を聞く

ことはありません

でした。本当に驚き

ました。帰りのバス

車内はみんなで声

を合わせての大合唱大会でした。それにし

ても元気な子ども達でした。 

 今月はあおぎり学級の軽井沢宿泊学習と

５年生の武石移動教室に行きます。遠足で

学んだ力をここでも発揮してもらいたいと

思っています。 

 昨年度まで“鯉のぼり集会”として実施

していたクラス目標の発表を独立した集会

として実施しました。以下紹介します。 


